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提 案 の 概 要 

 

 

施設名： 名古屋市安田荘        

 

団体名： 社会福祉法人 愛生福祉会   
                                      

 

 

（１）管理運営全般について 

①施設の管理運営に対する理念、基本方針等 

「その人がその人らしく、笑顔に満ちあふれた生活を実現して頂く」為に、当法人の理念であ

る「愛・誠実・謙虚・感謝」のもと運営します。「地域に根ざし、地域に開かれ、地域と共に歩

む施設」であることをあるべき姿とし、「地域との関わりを通して、いつまでも社会との繋がり

を大切にする」「個人の尊厳を大切にした個別ケアの実践」の方針のもと取り組んでまいります。 

 

②管理運営体制 

３０年間事業規模を拡大しながら法人を運営してまいりましたが、法人としてだけでなく、職

員一人ひとりに蓄積された様々かつ豊富な経験と知識から、高齢者が抱える様々なニーズや問

題にトータル的に対応することが出来る体制にあります。また、法人本部機能を発揮し、経営

の改善と効率化、透明性を図りながら、安定的に運営できる体制を整えております。 

 

 

（２）実施業務の計画について 

超高齢社会をむかえ、軽費老人ホームの在り方も変化しつつあります。要介護高齢者、軽度認

知症高齢者、環境に恵まれず心に病を持った高齢者等の受入れと支援が、より求められる時代

となりました。これらに対応すべく処遇には、より専門性が求められます。当法人では、職員

の資質の更なる向上を図りますが、一方で職員に過度の負担がかからない働き方も求められて

おり、介護職員等は基準を上回る配置をし、より質の高い利用者処遇の向上を実現することは

もちろん、職員処遇にも配意した運営を計画しております。 

 

（３）収支計画について 

当法人の運営規模をメリットとし、これまで経営の改善と効率化を図ってまいりましたが、今

後も更に進めながら運営をしてまいります。人件費は当法人の給与規程をもとに算出しており

ますが、介護職の社会的地位を下げるものであってはならないと考えております。なお、支出

に来年の消費税率の改定を見込みましたが、これまでの安田荘での実績をもとに、入所者処遇

に影響しない範囲で経費節減を図り、委託料収入と支出の差を０円とした収支計画としました。 

 


